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Webサイトのユーザ経験（UX）設計方 
法の提案 
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既存のWebサイトには

ユーザが使いづらいと
感じるものがある 

原因は開発者側の
ユーザ理解 

 
 

使いにくいなあ・・・ 

ユーザ満足 

どうしたらユーザへの
理解を深め,よりよい

Webサイトに改良でき
るだろうか 

UX(User Experience) 

どうやってUXを取り入れるか 

研究背景（再掲） 

    ユーザの意見を収集してユーザ経験を手に入れる 
 
 
    ペルソナを作り,取り入れたユーザ経験をストーリとしてペルソナに与える 

ユーザーがある製品やシステムを使ったとき 
          に得られる経験や満足 

ユーザ経験 
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研究の流れ 

関連研究 
各提案手法
の基準・詳
細設定 

ユーザ経験
収集・抽出 

ペルソナ・ 

ストーリ作成 
ストーリ
マッピング 

Webサイト
の再構築 

改善後のWebサイトを利用した
ユーザに再度サーベイを実施 

通常のプロフィールだけではなく、
ストーリを付けることでUX（User 

Experience）が考慮できる 

PORTA （南山大学ポータルサイト）での実践 

UXとは 
ペルソナ 
ストーリテリング 
ストーリマッピング 

ユーザ経験収集方法（改善後含む） 
ストーリ抽出方法 
ペルソナ設定方法 
ストーリ設定方法 
ストーリマッピングの詳細設定 

ストーリマッピングはまだあまり確立されていない手法なので自分
たちなりの詳細な設定作りに力をいれていく 

ストーリマッピングの詳細設定 
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関連研究 
各提案手
法の基準・
詳細設定 

ユーザ経験
収集・抽出 

ペルソナ・ 

ストーリ作成 

関連研究 
各提案手
法の基準・
詳細設定 

ユーザ経験
収集・抽出 

ペルソナ・ 

ストーリ作成 

前回まで 
ユーザ経験収集方法（改善後含む） 
ストーリ抽出方法 
ペルソナ設定方法 
ストーリ設定方法 
ストーリマッピングの詳細設定 

ストーリ
マッピング 

Webサイト
の再構築 

前回と今回 

ストーリ
マッピング 

Webサイト
の再構築 

PORTA （南山大学ポータルサイト）での実践 
今回 

UXとは 
ペルソナ 
ストーリテリング 
ストーリマッピング 

＊赤字は完了した段階＊ 
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回答者・目的
の決定 

質問の作成 

モデルへの
事前調査 

回答の確認 

ユーザリサーチサーベイ（質問紙
調査）の項目を基にアンケートの
作成を行う 
期待される回答のイメージを掴む 



ユーザリサーチ（８/１０のスライドをまとめたもの） 
自分たちの中での確認 

既存のシステムの現在のプロセスを知る 

・なぜそれが利用されているのか 
・そこでは何をしているのか 
・それに関心があるのは誰か 

製品に関わるステークホルダ
は誰なのかを確認する 

ユーザのニーズの理解と 
優先順位 

基本的な要求は何か 

サーベイ（質問紙調査） 

２．１知りたいことを書き出す 

２．２質問のカテゴリを確認する   
     ・人口統計的 
     ・技術的 
  
     ・ウェブの使用経験 
     ・使用法 
  
     ・満足感 
     ・好み 
     ・欲求 

特徴 

２．３質問を書く 

行動 

意識 

一般的な注意事項 

1 質問数は20まで 

2 なるべく短くする 

3 明確で具体的にする 

4 業界用語の使用の禁止 

・ 
・ 
・ 

・ 
・ 
（他項目今回は省略） 

・・・ ・・・ １の工程を参考に 

２．１で書き出した質問を 
カテゴリで分け 
偏りがないか確認 

これらの段階を踏んでアンケートモデルを 
作成していく 6 



人間中心設計プロセス 

7 

•どう実現するかを決める                 
手法：市場環境把握のためのリサーチ 

人間中心設計の必要性の特
定 

• ターゲットと考える人々の生活行動の観察    
手法：ユーザ行動観察調査 

利用の状況の把握と明示 

•どんなターゲットを元にどんな要素を持った製品を
提供するかを明確にする               
手法：ユーザモデリング,要求の明示 

ユーザと組織の要求事項の
明示 

•具体的な解決案を検討                
手法：要素の構造化,プロトタイピング 

設計による解決案の作成 

•解決案が実際に要求を満たすかを検証,改善  
手法：ユーザテスト 

要求事項に対する設計の評
価 



提案手法～流れ～(1/2) 

経験 

収集 

• 改善したいWebサイトのユーザのユーザ経験を収集 

• そのユーザ経験からいくつかを抽出 

ペルソナ 

ストーリ 

• ペルソナ作成 

• 収集・抽出したストーリを各ペルソナに与える 

ストーリ 

マッピング 

• ストーリマッピングを行い問題点を得る 

改良 

• 改善点を考慮し,Webページの改良を実施する 

• 改良後のサイトを利用したユーザに再度調査する 

調査の結果
によっては
ここに戻る 

ストーリマッピングが利用できるようになることによって総合的な目を持ちながらの抽出が可能 

アンケート 

扱うWebページはPORTAを予定 
南山大学の生徒 

ユーザ経験収集方法（改善後含む）           ストーリ抽出方法 

   ペルソナ設定方法       ストーリ設定方法    ストーリマッピングの詳細設定 

実践する際に必要な設定をする提案手法 

共感 

が生まれる 
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提案手法～流れ～(2/2) 
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経験  

収集 

ペルソナ 

ストーリ 

ストーリ
マッピング 

改良 

 
 

サイトの再構築 

 
 

人間中心設計プロセス 

問題抽出 

プロトタイピング 

ユーザ評価 

設計工程へ 

改善策抽出・選択 

NO YES 

 
 
 

ストーリマッピング記述 

ペルソナ設定 

改善策比較・選択 

問題点抽出 

改善策抽出 

経験の収集 

提案手法の流れが出てきた過程 
・利用状況の把握と明示 

・ユーザと組織の要求事項の明示 

・設計によ
る解決案
の作成 

・要求事項に
対する設計の

評価 



考察 

・提案手法がどこから考え出た事かを人間中心設計
プロセスをもとに理解を深めた. 
 
・アンケートの内容を実際に考え,ペルソナを実際に
設定してみる. 
 
 

今日やったこと 
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関連研究 
各提案手
法の基準・
詳細設定 

ユーザ経験
収集・抽出 

ペルソナ・ 

ストーリ作成 

関連研究 
各提案手
法の基準・
詳細設定 

ユーザ経験
収集・抽出 

ペルソナ・ 

ストーリ作成 

前回まで 
ユーザ経験収集方法（改善後含む） 
ストーリ抽出方法 
ペルソナ設定方法 
ストーリ設定方法 
ストーリマッピングの詳細設定 

ストーリ
マッピング 

Webサイト
の再構築 

今後の課題 

ストーリ
マッピング 

Webサイト
の再構築 

PORTA （南山大学ポータルサイト）での実践 
今回 

UXとは 
ペルソナ 
ストーリテリング 
ストーリマッピング 

＊赤字は完了した段階＊ 
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回答者・目的
の決定 

質問の作成 

モデルへの
事前調査 

回答の確認 

ユーザリサーチサーベイ（質問紙調査）
の項目を基にアンケートの作成を行う 
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